
心肺蘇生法の流れ
傷病者の発生

③呼吸の確認

・気道確保して応援・救急隊を待つ。

・嘔吐が起こった場合は窒息に注意す

る。(回復体位をとらせる。)

①反応を確認する

⑤胸骨圧迫を行う。

30回(1分間に 100～120回)
「強く速く絶え間なく」

・胸が約 5cm沈むように圧迫し、6cmを超えない。
・圧迫した後はしっかりと解除(除圧)する。

④正常な呼吸（普段通りの息をしている）

⑩心電図の解析

⑥気道確保 ⑦人工呼吸 2回
※（省略可。実施できない場合は胸骨圧迫のみ救急

隊と交代するまで継続して行う。）

②助けを呼ぶ。

（119番通報、応援・AEDの要請）

⑧胸骨圧迫 30回：人工呼吸 2回
を繰り返し行う。

⑨AED装着
電源を入れ、電極パッドを貼る。

※胸骨圧迫と人工呼吸は継続して行う。

⑪電気ショックのボタンを押す。

⑫その後直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開
⑬直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開

していない している

※正常な呼吸かわからない場合や迷った場合

は、直ちに胸骨圧迫をおこなう。


